
作業内容 実施日 場所

搬出時、転倒事故 東京都台東区

第1ラウンド

　　＜どんな危険がひそんでいるか＞潜在危険を発見・予知し、”危険要因”とそれによって引き起こされる”現象”を想定する。

第2ラウンド
　　＜これが危険のポイントだ＞発見した危険のうち、「重要危険」に○印。さらにしぼり込んで、特に重要と思われる”危険のポイント”の番号に◎印。

第3ラウンド ＜あなたならどうする＞　”危険のポイント”　◎印項目を解決するための「具体的で実行可能な対策」を考える。

　「具体策」の中から　”重点実施項目”を絞り込み※印。

◎印の番号 ※印

米 1

2
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5
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第4ラウンド ＜私達はこうする＞　※印を実践するための”チーム行動目標”を設定する。

2

ﾁｰﾑ行動目標
～する時は
～を～して
～しようﾖｼ！

5

床に飛散したゴミ（タイラップ、ネジ等）に足を取られて転倒してしまう

二重床パネルが重ね置きしてあったために、それに気付かず乗ってしまい転倒してしまう

事前のルート確認が不十分であったために、危険箇所に気付かず転倒してしまう

指差し呼称項目

物品の搬入、搬出作業は
事前のルート確認を行った上で危険予知を行い、足元、周辺確認をして作業しようヨシ！

足元、周辺確認ヨシ！
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段差のある場合は、鉄板、ステージなどを設置して、物品を運びやすくする

書記

危険予知レポート

具　　体　　策

8

3

1

4

その他メンバー

”危険要因(不安全な行動・動作＋不安全な状態)” と”現象（事故の型）”を想定して「○○して（○○なので）～になる」というように書く。

2021/7/5

階段でドラムを降ろす際、足元が確認出来なかったために、階段を踏みはずし負傷

靴底が汚れや摩耗していたために、滑って転倒、負傷する

事前のルート確認を行い　充分な危険予知を行い、危険を排除する

危険箇所は養生を行う

チーム名 リーダー


